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中国経済セミナー 

「第２期目に入った習近平政権の展望」のご案内 

＜組合員限定＞ 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

中国では、現行の習近平－李克強政権が発足してから5年が経ち、今年秋に開催される 

共産党大会での新指導部の選出をもって第2期目の習政権がスタートします。 

現在、中国では国民経済・社会の発展に関する「第十三次五ヵ年計画」（2016～20 年）

とともに、「中国製造 2025」（国務院通知）に基づいて国内製造業の高度化を推進していま

す。これにより、経済・産業の市場化によるサプライサイドの改革を通じた、過剰生産能

力・過剰在庫の削減、民間企業の育成、サービス産業の発展、さらにイノベーション主導

による製造業の発展等を実現することで実体経済の構造転換と高度化を進めています。し

かし、他方で国有企業改革や人民元国際化の遅滞、世界第 2位の経済力に伴う対外影響力

の増大、さらに北朝鮮問題や米中関係を巡る緊張など経済・政治課題の質的変化に直面し

ています。また、国内政治において権力集中を進める習政権の行方、習以降の体制やポス

ト「小康社会」の展望、政府や企業の債務問題等に関して不透明感が漂っています。 

第 2期目に入る習政権では、これまでの重要政策が終了し、より“習近平色”の濃い政

策や方針が打ち出されることが予想され、第 2期習政権の動向を見据えた今後の展望を得

ることは、たいへん有意義であると思われます。 

そこで、今般当組合では、中国経済及び経済社会学の専門家であり、香港に拠点を置く

New Asian Invesco Ltd. 董事総経理の森一道（もり・かずみち）氏を講師に迎えて、標記

演題と下記内容によりセミナーを開催することとなりました。森氏は、当組合が中国経済

に関する現地からの報告として組合員に情報提供を行っている『月例中国経済現地報告』

の執筆者であり、毎月の分析記事は、組合員の皆様から評価を頂いております。 

組合員各位におかれては、ぜひこの機会をご利用いただき、万障お繰り合わせの上、ご

参加下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

◆日  時 ： 平成２９年１１月１５日（水）１４：００～１６：００（開場１３：３０） 

 

◆会 場 ： 機械振興会館６階 会議室６Ｄ-１～３（定員１００名） 

（東京都港区芝公園３-５-８） 

http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html 

 

◆テーマ・講演内容 

「第２期目に入った習近平政権の展望」 

１．中長期の近代化スケジュールと数値目標の整理 

２．政局を規定する四つの思想潮流 

３．世界地図の中で捉える米中関係 

http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html


◆講 師 ： New Asian Invesco Ltd. 董事総経理 森 一道（もり・かずみち）氏 

      （当組合HPのメンバーズメニュー「月例中国経済現地報告」執筆者） 

【※補】 

「月例中国経済現地報告」は、当組合ホームページの「エマージング市場関連情報」

に掲出しています。（本記事をご覧いただくには、メンバーズ会員への登録が必要と

なります。） 

http://www.jmcti.org/trade/bull/emerging.htm 

 

◆講演概要 

今年10月に開催される「中国共産党第19回全国代表大会」では、中国共産党の新指導

部が決まり、今後は来春以降の国務院人事が次第に明らかになる見通しである。 

習近平氏の“色”が強まる今後5年間は、2016年に始まった国民経済・社会の発展に関

する「第十三次五ヵ年計画」（2016～20年）が終了し、同じく“習近平色”がより強く反

映される次の五ヵ年計画の策定が始まるほか、2020年を終了の目途とするいくつかの重

要な経済・産業・社会発展計画が期限を迎える。また、これと並行しながら「中国製造

2025」の指導思想に従い、製造業の高度化を推進している。他方、足下では、北朝鮮問

題、および同問題が大きく影を落とす米中関係が、「一帯一路」に代表される中国の世界

戦略の観点からも大きな注目を集めている。今後5年はさまざまな重要政策がひとまず終

わり、新しい政策が“習近平色”の濃い新しい方針の下で打ち出されると考えられる点

で、中国はまさに転換期を迎えるというのがふさわしい。 

このような問題意識のもと、本セミナーでは、①今後5年間、それ以降今世紀半ばまで

の中国の近代化に関するスケジュールや数値目標を整理し、②そうした政策日程や数値

目標の実現の鍵を握る政治動向を、21世紀に入り明らかになった「政局を規定する四つ

の思想潮流」としてまとめ、③今後5年間において世界で最も重要な二国間関係になると

みられる米中関係を世界地図の中で捉え直す――という3つの柱を立てて解説したい。 

 

◆参加費 ： 無料（組合員限定） 

※受講票の発行はございませんので、セミナー当日は名刺を受付に 

お渡しください。 

※講演内容の録画、録音等は固くお断り申し上げます。 

 

◆お申込み方法 

セミナー参加ご希望の方は、１１月１０日（金）までに、当組合ホームページから 

お申込みください。定員となり次第、締め切らせて頂きますのでご了承ください。 

（http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm#naigai） 

 

◆キャンセル方法 

下記事務局までメール又は電話にてご連絡ください。 

 

 ◆備考 

本講演は、当組合大阪支部の「成長市場対策委員会」（日時：11月16日（木）午後）に

おいても開催を予定しています。 

 

◆お問合せ先 

日本機械輸出組合 通商・投資グループ 庫元（くらもと）、長岡 

TEL：03-3431-9348 E-mail：tohshi@jmcti.or.jp 

以上 

http://www.jmcti.org/trade/bull/emerging.htm
http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm#naigai
mailto:tohshi@jmcti.or.jp
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